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出雲海岸平野の第四系

　大　西　郁　夫
（島複大学理学部地質学教室）

　　（1979・9・8受理）
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　山陰地方の中央部には，中海⑧宍道湖⑧簸川平野とつらなる海岸平野が発達し，出雲海岸

平野と称されている。この平野周辺の第四系の研究は，冨田⑧酒井（1937）の“乃木層”の

命名にはじまる。しかし，1960年代までは，第三系研究の際に付随的に記載される一にすぎな

かった。第四系を主題とした研究は，1962年の山陰第四紀研究グノレープの帯成と共に始めら

れ，同グループ（1969）により概括的にまとめられた。

　1970年代に入ると，松井⑧井上（1971）による三瓶山の火山層序や，水野ほか（1972）に

よる湖底調査のまとめ，大西（1974．1977）による植物・花粉化石の研究など，この地域の

第四系はさらに精細に解明されてきた。

　また，1974年～1976年には，島根大学文理学部地学教室2年生の“地質調査実習I”がこ

133．E　　　　　　忽
1　　。

B　本　海

．、　砲坪辮
350301N

4d

SB1．宍道湖

　松江　　　　　申海

5

　　　　　　　6b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫．
　　　　　　　　平田致11’　　煙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8C
　　　　　　　　　　　　　　　　　8ム
北紅出雲繍…　騒新砂丘口1海1畠更新統㎜先第1系

、、締戸、’、ψ

3a

第1図　第四系の分布と地質図，断面線およぴ主なボーリングの位置



132 大　西　郁　夫

の地域の第四系を対象にして実施され，乃木層の細分や大庭層の再発見など多くの新知見を

得た。

　筆者は，上記の成果をふまえて，この地域の第四系の層序あ再検討を進めてきた。ここに

その成果を報告する。

　この研究を進める中で，野外調査を共にされ，また種々の資料をお教えいただいた島根大

学　大久保雅弘教授，山内靖喜博士ならびに地学科卒業生の諸氏に深く感謝します。

　　　　　　　　　　　　　　　　第四系の層序

出雲海岸平野に分布する第四系は第2図のようにまとめられる。

　け　づ
　毛津層（Ke）（新称）

　島根県簸川郡佐田町毛津後谷（第3図aの①）を模式露頭とする層厚約40血の礫⑧砂⑧

泥互層で，毛津付近の標高260～300m一の山頂付近に分布する。地層の風化が著しく，化石

は産しない。分布高度や風化の程度からみて，大田市南部に分布する水上層（山陰第四紀研

究グループ，1969）に対比される。
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　の　ろ
　野呂玄武岩（NB）（新称）

　安来市田瀬町大丸西方約500皿の崖（第6図bの⑭）を露頭とする層厚約50mのかん

らん石テノレカリ’玄武岩熔岩（魔村，1973）であり，付近の標高120～170mの小起伏面を構

成する、通商産業省（1970）は松江層としたが，熔岩表面の開析の程度や風化の程度から横

田玄武岩（島根県，1963）に対比されると考えられる。

　や童童わり

　山廻層（Ya）

　出雲市山廻付近を模式地として，岡本（1959）により“山廻砂礫層”と命名された層厚約

30mの砂礫層で，うすい泥層をはさむ（第7図の4）。風化が著しく，礫は“くさり礫洲と

なっている。最上部には，約3mの赤色土が発達し，古志原軽石およぴ今市火山灰におおわ

れる（第7図の5）。従来，山廻層は出雲砂丘地南部（MUKAE，1954）から中海南方（山陰第

四紀研究グノレープ，1969）まで広く分布するとされてきた。再検討の結果，松江市福原町付

近（第5図a）以外は第三紀礫岩などを誤認したものであった。

　のしら
　乃自層（Ns）

　従来，乃木層とされてきた地層は種々の時代の地層を含んでいる。最古期のものは乃白層

と仮称された（大西，1978）が，ここで，松江市乃白町の布志名へ至る遣路の峠付近の崖

（第5図bの⑨）を模式露頭とする。層厚約101mで，下部は周辺の基盤岩のみからなる亜

角礫層で，風化が進んでいる。上部は泥層からなり，最上部には約1血の赤色土が発達し，

上乃木軽石の不整合におおわれる（第7図の8）。赤色土の厚さは，模式地以外では　般に

1．5血ほどである。

　の　ぎ
　乃木層（Ng）

　冨田⑧酒井（1937）により，松江市浜乃木町乃木駅煎の遣路切割を模式地と一して命名され

た◎模式地付近（第5図bの⑨）では，層厚約8血で，下部の礫層は，花簡岩や第三系の

円礫で，風化が著しい。最上部には約1mの赤色土が発達し，上乃木軽石に不整合におおわ

れる（第7図の9）。

　ゆみがはま
　弓ケ浜層（Ym）

　三位（1966）は申海層下位の海成層を弓ケ浜層と口乎んだ。この層位は，安来市黒井田町細

井沖のNB12（水野ほか，1972）においてはじめて明らかにされた（三位ほか，1969）。弓ケ

浜層上部には，大山下部火山灰と対比される2枚の火山灰がはさまれる（正岡，1972）。な

お，差海川川口（第3図bの②）にみられる外園層（三位⑧藤井，1972）は，層位関係と花

粉化石などカΣら弓ケ浜層の一部と推定される。

　さしみ
差海層（Sa）

　山陰第四紀研究クノレープ（1965）により，“差海砂礫層”が提唱され，同クノレープ（1969）

により簸川郡湖陵町差海海岸が模式地とされた。藤井⑧横原（19691MS）は，それまでの下
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部砂礫層を差海層と再定義した。差海川川口では，弓ケ浜層（外園層）をおおい，川向砂層

におおわれる層厚4．4mの砂礫層（第7図の2）に当る。出雲砂丘地以外では，上乃木軽石

や古志原軽1石に整合的におおわれる，やや風化した礫層で，小田付近（第3図a）の大石段

丘（小畑，1967）の一部や，湯町（第4図cの⑦）の湯町層（大西，1974）は本層に含まれ

る。

　かわむかい

　川向砂層（KS）

　藤井・損原（1969MS）により，差海川川口を模式露頭として命名された砂層で，従来，

差海層上部砂層（三位⑧藤井，1972）または古砂丘I（山陰第四紀研究グノレープ，1965）と

されてきた風成層である。妙見山西（第3図bの③）などにおいて，風成の上乃木軽石にお

おわれる（第7図の3）。
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　だいこんヒま

大根島玄武岩（DB）

　応地⑧応地（1966）は，八東郡八東町大根島および江島に分布するかんらん石アノレカリ玄

武岩（酒井，1939など）を大根島玄武岩と呼んだ。ボーリング資料によれば，中海や弓ケ浜

の地下にも分布し，下隈は不明である。大塚山スコリャや上乃木軽石に整含的におおわれる

（大根島研究グループ，1975）。

　おおつかや重

大塚山スコリヤ（DS）

大根島研究グノレープ（1975）により，大塚山東麓（第6図aの⑬）でみられる降下スコリ

ャに対し命名された。比高約20mのスコリャ丘を構成し，上乃木軽石に整合的におおわれ

る（大根島研究グノレープ，1975）。

　あげのぎ
　上乃木軽石（DK。）

　三位（1962）は，乃木層をおおう火山灰層を“上乃木火山灰”と呼んだ。模式地の指定は

ないが，松江市上乃木町松江商高の崖（第5図bの⑭）に基いたものと推定される。この崖

では，層厚約一1mの米粒大の黄色軽石からなり，基質には長石や角閃石が多い。上位は約

O，8㎜の褐色火山灰質土に漸移し，これらは古志原軽石におおわれる。この軽石の名称はつ・
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山陰第四紀グノレープ（1966）以来，倉吉軽石が用いられてきた。しかし，後述する理由によ

り，ここでは上乃木軽石を使う。上乃木軽石は，主に，調査地域の東部に分布し，安来付近

では2m近いが，西方に向って薄くなり，鳥ケ崎（第4図c）以東では，ほとんどみられな

い。

　やすぎ
　安来層（Yg）

　安来市沖のNB12コァに基き，三位ほか（1969）により命名された。下部火山灰層（Yg1），

中部泥炭層およぴ上部火山灰層（Yg2）に分けられる（＝＝位ほか，1969）。下部火山灰層は，

角閃石を多量に含む水成軽石質火山灰で，重鉱物組成などから上乃木軽石に対比される（正

岡，1972）。また，上部火山灰層は，重鉱物の少い水成火山灰であり，付近の古志原軽石の

特徴と一致しない。これについては後に検討を加える。安来層は調査地域のほぼ全域に分布

し，これまで古曽春層（大西，1978）や西三部層（大西，1979）などと仮称されている・

　いしだに
　；百谷砂層（IS）

　石谷砂層（三位，1965）または古砂丘II（山陰第四紀研究グノレープ，1965）と呼ばれてき

た風成砂層は，三位⑧藤井（1972）により，差海川川口の崖に基いて再定義された。全層厚

約1σmの黄白色風成砂層で，上乃木軽石をおおい，古志原軽石におおわれる（第7図の2，

3）。

　おおぱ
　大庭層（0b）

　ご位（1962）は古志原軽石におおわれる礫層を“大庭段丘礫層”と呼んだ。しかし，山陰

第四紀研究グループ（1967）以後は，大庭層は古志原軽石より上位とされている。ここでは，

三位（1962）の定義に従って，松江市佐草町南口（第5図bの⑭）の崖において，古志原軽

石におおわれる角礫層を大庭層と呼ぷ（図7の11）。

　こ　しぱら
　古志原軽石（K3）

　三位（1962）は，上乃木軽石をおおう軽石⑧火山灰を“古志原火山灰層”と呼んだ。松江

商業高校では，層厚約1．4mの小豆大の黄白色軽石で，上位は約α8mの褐色火山灰土に漸

移する（第7図の10）。この軽石層は，荒島付近（第6図b）で2mをこえる層厚をもつが，

西に向って厚さを減じ，荘原付近（第4図b）以西においては，アプライトの小岩片を含む

赤褐色火山灰となる。松井⑧井上（1971）以来，“木次軽石”が多く使われるようになった

が，後述する理由により，ここでは古志原軽石を使用する。

　おくだに
奥谷層（Ok）

　松江市東奥谷町（第5図aの⑫）にみられる層厚3～4mの礫～泥層で，標高10～20＝m

の河岸段丘を構成し，火山灰におおわれない（大西，1977）。調査地域の各地に分布する火

山灰におおわれない河成層（例えば，出雲市南西の赤松段丘礫層（高橋，1965MS）など）

を奥谷層として一括したが，それらの精細な層序関係は未定である。



140　　　　　　　　　　　　　　　　　大　西　郁　夫

　い童いち
　今市火山灰（03？）

　藤井⑧横原（19691M1S）は，出雲市南方や出雲砂丘地において古志原軽石をおおう層厚

10～20cmの黄灰色火山灰を今市火山灰と呼んだ（第7図の4など）。この火山灰は三瓶山

の小屋原火山灰（松井・井上，1971）と推定されるが，確証が得られないので，ここでは今

市火山灰の名称を使う。

　キナコ火山灰（DU）

大根島の大塚山（大根島研究グノレープ，1975）および中海のNB17（水野ほか，1972）で

は，キナコ火山灰が確認されている。

　オトリ火山灰（DJ11））

　大塚山においてキナコ火山灰をおおい，黒ボクにおおわれている（大根島研究グループ，

1975）。

　さかいみ凌と

　境港層（Sk）

　水野（1971）によって，境港市付近の中海層下に認められた地層である。その後，境港市

福定町の地盤調査ボーリングNo．1（CB1）（建設省計画局ほか，1967）においては一部修正

されている（大西，1977）（第7図）。

　在かうみ

　中海層（N）

　この地域の沖積世泥層は，はじめ三位（1962）により宍遣湖層⑧中海層と称されたが，三

位（1966）以来，中海層が用いられてきた。

　新砂丘砂（d）

　新砂丘は，黒ズナのはさみにより2分されるが，出雲砂丘では古期より妙見砂層および浜

山砂層と呼ばれている（三位⑧藤井，1972）。しかし，調査地域全域の遺跡が出来ていない

ので，ここでは一括しておく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　対比上の問題点

　前期更新統について

　すでに述べたように，毛津層および野呂玄武岩はそれぞれ水上層およぴ横田玄武岩に対比

されると考えられる。水上層は，植物化石群から更新世前期とされている　（大西⑧調枝，

1970）。また，横田玄武岩は逆帯磁し，松山逆磁極期の後半とされている（魔村，1973）。

1）町田（1977）にしたがうと，大山上部火山灰はオドリ火山灰から始’まることになるので，ここでは

　DJ1と付号する。
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　赤色土の形成期

　中期更新統の最上部には赤色土が発達する。赤色土の厚さは，　般に，山廻層で3m前後，

乃白層では1～15m，乃木層で1m程度であり，古期の地層ほど厚い。乃木層の赤色土は

弓ケ浜層の堆積したリス・ウノレム間氷期（水野ほか，1972）に形成されたと推定される。乃

白層や山廻層の赤色土は乃木層の赤色土より厚く，この時期の赤色土化だけでは説明できな

い。大山山麓の最下部火山灰にみられる（佐治ほか，1975）ような更新世中期の赤色土形成

期がここでも考えられる。

　上乃木軽石と倉吉軽石

　上乃木軽石は，1966年以来，倉吉軽石と口乎ばれてきた。しかし，大山東麓では，倉吉軽石

は名和軽石流（太田，1962）の上位に位置する（大山ローム団研，1963）のに対し，大山北

麓での“倉吉軽石”は，名和軽石流の下位にあることが明らかにされた（加藤，1974M1S）。

町田（1977）は松江付近に分布する軽石を，倉吉軽石でないとして，大山松江軽石（DMP）

と呼んだ。しかし，松江付近の軽石には，すでに三位（1962）により，“上乃木火山灰”の名

称が与えられているので，ここでは上乃木軽石（DK。）の名称を使用する。

　安来層上部火山灰について

　安来層上部火山灰は，はじめ，三位ほか（1969）により，古志原軽石に対比された。その

後，大山上部火山灰に対比された（水野ほか，1970）こともあったが，正岡（1972）により，

重鉱物組成が異る問題点を残しながらも古志原軽石に対比されて以来，それが定説となって

いる。しかし，古志原軽石は，安来付近では，粒径が05～1cmほどの軽石であり，安来層

上部火山灰とは全く異っている。

　最近，大山西麓で上乃木軽石を整合的におおい，褐色火山灰土におおわれる小軽石まじり

の降下火山灰（DK。と付号する1））が認められた（烏取県西伯郡会見町田住付近）。安来層上

部火山灰はDK2に相当するものと考えられる。

　古志原軽石と木次軽石

　松江付近で命名された古志原軽石の名称は，その後，三瓶山の軽石（浮布降下軽石（松井

⑧井上，1972）や浮布池軽石（小畑，1967）と呼ばれているもの）の名称とされた（山陰第

四紀グノレープ，1966）。しかし，三瓶山の層序の確立により，この対応が否定され，木次降下

軽石（K3）の名称が与えられた（松井⑧井上，1970）。また，松井・井上（1971）は出雲砂丘

で神戸川降下軽石（K。）が分布するとした。すでに述べたように，出雲砂丘での中位の火山

灰は，松江付近の古志原軽石に連続すると考えられる（三位⑧藤井，1972）ので，神戸川軽

石については再検討の必要がある。当分の間，調査地域にかぎって，古志原軽石の名称を使

用する。

1プ大山の西方では，中部火山灰の最下位に上乃木軽石があるので，これをDK、とし，その上位の降

　下火山灰をDK2とする。
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　大庭層について

　大庭層は，はじめは，上乃木軽石より上位で，古志原軽石におおわれる地層とされた（三

位，1962）。しかし，1967年以降，古志原軽石より上位の地層と再定義された。山陰第四紀

研究グループ（1969）の指定した模式地には，再定義された層準の地層が認められないため，

大庭層は使われなくなった（大西，’1977）。今回の調査により，最初の定義に合致する地層

が発見されたので，大庭層を復活させる。

　　　　　　　　　　　　　　　　地形画の高度分布

　更新世中期以降の各地層の上面の高度を，1／5千および1／2万5キの地形図から読喜とり，

現地でのハン’ドレベルによる測定でチェックした。結果を南北および東西の断面に投影した

（第8図）。

　南北断面でみると，それぞれの面は海岸平野の中央に向って傾斜している。その傾斜は奥

谷層（Ok）と大庭層（Ob）で最大であり，山廻層（Ya），乃白層（Ns），乃木層（Ng），差海

層（Sa）がこれに次ぎ，安来層（Yg）ではほとんど傾きをもたない。これらの傾斜は堆積直

後の原表面の傾斜にその後の地盤運動が加わったものであるが，山廻層から差海層までの傾

斜がほとんど変らないことや安来層がほとんど傾かないことから，平野の申央部が沈降する

ような運動は認められず，ほぼ，原表面の傾きを示すと考えられる。沖積面（N）の傾斜と

比較すると，奥谷層と大庭層は小河川の中～上流部とほぼ一致する。山廻層から差海層の傾

斜は，小河川の平野への出口付近とほぼ一致する。なお，乃木層には，傾斜がやや小さくな

Ok

、㌻
・Yg

NS’　　　・黒

Ng1
　　Sa’

宍単湖　　　　奏鋭。
3㎞　　2　　　1」＿↓一112 4k耐 Y。／ 5

黒

唄　、仏小…　　咬　　三

第8図　地形面の高度分布
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る傾向が認められる。安来層は海岸平野の傾きと一致する。

　東西方向の断面では，各地形面が南北方向の傾斜をもつため，巾をもって投影されている。

その結果・神西湖付近や西赤江何導で押対的1ご準降す亭傾＝向や乃白何近で上昇偉向1赤譲めち

れると思われる部分むあるが㌃一原地形のどの部分が現存しているかを検討しないかぎり，こ

れ以上の考察は不可能である。今後の検討課題としたいび’
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